
消防計画の様式は、防火対象物又は事業所の規模、用途、収容人員等によりそれぞれ
「小規模用」、「中規模用」、「大規模用」、「共同住宅用」に分類されます。
次の表を参考に使用する様式を確認してください。

１．単一権原者の場合

乙種防火対象物 小規模用

甲種防火対象物 中規模用

大規模用

中規模用

中規模用

延面積3,000㎡未満

延面積3,000㎡以上

２．複数権原者の場合

乙種防火対象物 小規模用

小規模用

甲種防火対象物

延面積
3,000
㎡未満

延面積
3,000
㎡以上

特定用途30人未満、非特定用
途50人未満の事業所

特定用途30人以上、非特定用
途50人以上の事業所

建物所有者

消防計画の分類

１事業所の床面積の合計
3,000㎡未満の事業所

特定用途30人未満、非特
定用途50人未満の事業所

特定用途30人以上、非特
定用途50人以上の事業所

特定用途30人未満、非特
定用途50人未満の事業所

特定用途30人以上、非特
定用途50人以上の事業所

１事業所の床面積の合計
3,000㎡以上の事業所

中規模用

小規模用

中規模用

大規模用

大規模用

共同住宅 ※共同住宅用

共同住宅 ※共同住宅用

※ 共同住宅用消防計画について、次に該当するものは「共同住宅用消防計画」を使用することは
望ましくないため、上の表に沿って「共同住宅用消防計画」以外の様式をお使いください。

（１）高齢者が入居するシルバーマンション
（２）住居を週単位等きわめて短期間の賃貸に供するウィークリーマンション等の施設
（３）観光地等に存し、住戸の多くが所有者等により通年居住されず、多数の者の宿泊に供される

リゾートマンション等の施設
（４）消防法施行規則第１２条第８項に該当する防災センター等を設置する施設

建物内の各テナント

建物所有者


